































































































こう し て、 企柴(ここでは製~撲の企業〉がそれぞれもつ
市場梢泊は、企業の製造技術のありかた、そしてこの類型分
けに示される経営上の特質によって異なっているという仮税
を立て、これを突旺的に検肘することが、本プロジ zクトの
保用する問査研究方法である。
4 本プロジェクトにおける共同研究体制と活動経過
てJ7.成9&下6刀の館 1回研究会以降、同年12月までに肝 6回
の研究会を行った。この問、研究テーマについてのプレイン ・
ス トー ミングから始まって、関査研究の方法と鯛査研究計画
をめぐる肘輪、さらに和歌山化学工操協会ヒア リング間在、
木作ぷ撲株式会社ヒアリング悶査および視娯を行ってきた。
上に述べてきた、本プロジェクトにおける研究テーマの具体
的な窓昧づけ、制査研究β法等は、これらの活動を通じて確
服されてきたものである。
その後、調托研究報告科の作成にむけて、さらに研究体制
をつぎのように再構成した。
(6) 
調査研究の対政を、和歌山市およびその近隣地域におりる
製造業に限定する。また、上記の 4類型区分のうち、①伝統
企縦型、②下間企撚型、③革新企業型、に骸当すると考えら
れる決稿、企業をとりあげ、これについて3つの研究チーム
(各3名のメンパ・ーで梢j点〉を設けて、それぞれ澗述市場
販売〈出向〉市樹、)fd周市場の特徴を閃査分析する。さらに、
澗査分析の統一性を保つため、崎山氏の作成にかかる制rt誤
にもとづいて、関辿する資料 ・データ等の収集と分析、業界
団体あるいは伺別企嫌にたいするヒア リング悶有を行う。
平成10年 l月以降は、こうした研究計画、手1聞にもとづき、
各研究チームごとにそれぞれ情動しているところである。
5 翻査研究報告において予定される内容
現花の時点で、伝終的な開査研究報告において予定されて
いる内容はつぎの通りである。
(1) 問査研究報告l!fのタイトノレは「和歌山市地域産業の市
場櫛造」とする。
対象地域は和歌山市 (およびその近隣地域〉とし、製
造業を主たる対象とする。ただし、産扱榊i2全般との関
わりで、 必~に応じて以域全体ならびに他産業にも及ぷ。
(2) 削査研究報告官の櫛成は大略つぎのとおりとする。
①品近の県産業柿造とその変動
②最近の和歌山市域経済の動向ないし対況
③地域産業〈企業〉の賭類型とその市樹構造
(3) 研究テーマである「経済市樹構造の特性とその対応に
ついて」のうち、「対応」の:鼠昧は、ここでは各業縮、
企搬において市崎構造とその変化にたいする業界組織お
よび個別企業としての対応はどう いうものか、というこ
とである。この点にも開査分析を及ぼすことで、!f，J:下の
経済および産撲の振興策にたいしても資するような成果
を述成できるよう努力したいと与えている。
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